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『
管
子
』
に
お
け
る
．
「
心
」
と
「
神
」

1
心
術
上
、
・
下
・
，
内
業
篇
を
中
心
に
一

幸
　
　
本

千
　
　
尋

は
じ
め
に

　
「
客
受
」
四
篇
一
心
術
上
下
篇
・
白
心
篇
・
内
業
篇
－
は
、
．
「
骨
子
」
八
十
六
篇
の
中
で
道
家
思
想
を
伝
え
る
一
つ
の
ま
と
ま
っ

た
思
想
と
嘗
て
、
採
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
多
様
な
諸
家
の
思
想
を
と
り
入
れ

た
も
の
で
あ
っ
－
て
、
純
潤
た
る
道
家
思
想
と
は
み
な
．
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
四
篇
を
通
じ
て
道
家
思
想
の
中
心
で
あ
る
道
が
絶

え
ず
強
調
さ
れ
、
“
道
の
も
と
に
そ
の
多
様
な
思
想
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
そ
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
が
見
出
せ
る
し
、
ま
た
、
心

術
、
．
回
心
、
内
業
と
い
う
旧
名
が
ふ
い
ず
．
れ
も
心
の
修
養
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
も
注
目
で
き
る
。

　
元
来
、
心
の
働
き
に
対
し
て
道
家
で
は
否
定
的
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
そ
れ
は
儒
家
で
展
開
し
て
い
っ
た
観
念
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

管
子
の
中
で
、
心
は
神
が
舎
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
神
は
心
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
道
家
に

お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
も
神
と
同
様
に
心
に
舎
る
も
の
と
さ
れ
、
更
に
、
気
・
精
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
語
ら
れ

て
い
る
。

－
そ
こ
で
、
、
心
と
い
う
観
念
に
目
を
向
け
た
諸
子
の
思
想
に
つ
い
て
考
え
《
そ
れ
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
道
・
神
・
気
・
精
と
の
関
係
を

検
討
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
、
」
そ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
諸
家
・
の
思
想
の
取
り
入
れ
方
、
そ
の
意
義
の
置
き
方
を
考
察
し
、
・
聖
子
の
こ
れ

ら
の
篇
の
思
想
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

　
で
は
、
ま
ず
そ
の
一
つ
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
四
篇
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
金
谷
氏
な
ど
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
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心
術
下
篇
と
内
業
篇
と
は
、
内
容
の
重
複
が
多
く
、
ま
た
内
業
篇
と
心
術
上
篇
の
類
似
文
が
、
内
業
篇
の
中
で
心
術
下
篇
と
重
複
し
な

い
部
分
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
業
篇
が
，
一
方
で
心
術
下
篇
と
素
本
を
ひ
と
し
く
し
な
が
ら
他
方
で
心
術
上
篇
と
も
関
係
を
も
っ

て
成
立
し
た
と
い
え
る
。
だ
が
A
白
心
篇
は
白
心
と
い
う
篇
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
心
に
関
し
て
は
、
直
接
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
心
術
上
・

下
・
内
業
の
三
篇
が
、
緊
密
に
関
係
し
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
れ
ら
と
の
直
接
的
な
関
係
は
見
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
今
回
は
心
術
上
・

下
篇
、
内
業
篇
を
中
心
に
基
本
資
料
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
儒
家
に
お
い
て
「
心
」
の
概
念
が
展
開
し
、
道
家
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
「
神
」
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
栗
田
直
躬
氏
に
よ
る
考
証
”
「
心
」
と
「
神
」
”
1
上
代
シ
ナ
の
典
籍
に
於
い
て
一
を
参
考
と
し
た
。
以
下
そ
の

説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
　
「
心
」
と
「
神
」
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
道
家
の
心
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

　
　
不
見
回
欲
圏
使
民
心
不
平
。
土
筆
聖
人
治
　
虚
二
心
　
實
詰
腹
　
弱
其
志
　
強
其
骨
。
　
（
老
子
第
三
章
）

　
　
五
色
令
人
目
盲
　
五
音
令
人
耳
聾
　
五
味
令
人
口
爽
。
上
物
田
猟
騒
人
心
護
狂
。
難
得
之
貨
悪
人
行
道
。
是
以
聖
人
山
腹
不
爲
目
。

　
　
故
去
弓
取
此
9
（
老
子
第
十
二
章
）

　
　
我
愚
人
之
心
也
哉
。
　
（
老
子
第
二
十
章
）

　
　
三
色
滋
味
権
勢
之
於
人
　
心
不
待
學
而
樂
之
　
膿
不
待
象
而
安
之
。
　
（
荘
子
盗
拓
篇
）

　
　
岸
里
失
性
有
五
。
一
日
五
色
藁
葺
　
使
目
不
明
。
二
日
五
聲
齪
耳
　
使
耳
不
総
。
三
日
五
臭
薫
煙
　
困
慢
中
黒
。
四
日
五
味
濁
口

　
　
使
口
属
爽
。
五
日
趣
舎
滑
心
　
使
性
飛
揚
。
此
世
者
皆
性
之
害
也
。
　
（
荘
子
天
地
篇
）

　
　
形
固
可
使
若
槁
骸
，
心
固
可
使
若
死
灰
乎
。
　
（
荘
子
齊
物
論
他
）

　
い
ず
れ
も
、
心
は
そ
れ
自
身
欲
望
、
感
情
の
動
き
で
あ
り
、
他
の
官
能
欲
と
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
地
位
は
同
列
で
あ
る
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
心
に
対
し
て
、
老
子
で
ば
、
虚
し
く
し
愚
人
の
心
を
尊
び
、
荘
子
で
は
、
死
灰
の
若
く
し
て
そ
の
働
き
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を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
儒
家
に
お
け
る
「
心
」
に
つ
い
て
だ
が
、
特
に
、
孟
子
以
後
の
「
心
」
に
展
開
が
み
ら
れ
る
。
孟
子
で
は
、
他
の
感
官
に
対

し
て
よ
り
高
い
価
値
が
置
か
れ
、
そ
の
働
き
を
重
視
す
る
。

　
　
耳
目
之
官
　
不
思
掛
蔽
於
物
　
物
交
物
層
別
融
融
黒
田
　
。
心
之
官
需
思
。
思
則
得
之
　
不
思
則
不
得
也
。
－
（
孟
子
合
子
上
）

　
ま
た
、
更
に
心
に
道
徳
的
な
要
素
が
付
加
さ
れ
、
政
治
説
、
道
徳
説
に
お
い
て
中
心
的
な
地
位
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
　
「
恒
心
」

「
用
心
」
　
「
不
動
心
」
　
「
樹
心
」
　
「
害
心
」
　
「
倭
心
」
　
「
求
其
放
心
」
、
「
争
端
の
心
」
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
、
そ
の
役
割
が
重
視
、

尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
－

　
こ
の
よ
う
な
孟
子
に
お
け
る
心
を
尊
重
す
る
考
え
が
、
更
に
梅
子
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
ら
れ
、
人
間
の
持
つ
機
能
と
し
て
も
っ
と
も

高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
心
居
中
虚
　
以
治
五
官
’
其
是
之
謂
天
君
。
　
（
荷
子
天
論
篇
）

　
　
心
者
無
害
君
也
。
而
神
明
之
主
也
。
出
令
而
無
所
受
令
。
偵
禁
也
　
自
使
也
　
自
奪
也
，
筆
舌
也
　
自
行
也
　
自
止
也
。
関
口
可

　
　
劫
而
使
墨
黒
形
可
劫
而
使
屈
申
　
心
不
可
劫
而
使
余
意
　
是
之
則
受
非
之
則
僻
。
故
日
心
容
其
揮
也
　
無
禁
必
毒
見
　
其
物
也
雑

　
　
博
　
其
情
之
也
不
武
。
引
（
荷
子
解
蔽
篇
ど

　
天
論
篇
で
は
、
五
官
を
支
配
す
る
と
い
う
心
で
あ
り
、
解
蔽
篇
で
は
、
更
に
心
的
な
も
の
の
主
宰
者
で
あ
り
、
自
発
的
に
働
き
、
他

動
的
な
力
に
よ
っ
て
使
役
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
乏
い
う
「
心
」
の
新
し
い
観
念
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
以
上
め
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
心
は
、
道
家
に
お
い
て
は
価
値
が
低
く
、
心
に
関
す
る
概
念
に
注
自
す
べ
き
展
開
は
見
ら
れ
な
い
が
、

儒
家
に
お
い
て
、
特
に
孟
子
、
単
子
に
お
け
る
心
に
は
、
高
炉
価
値
が
置
か
れ
、
㌧
著
し
い
展
開
が
見
ち
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
　
「
神
」
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
と
思
う
。
道
家
で
は
、
人
間
の
側
の
機
能
で
あ
る
心
を
否
定
し
、
そ
の
価
値
を
認
め
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
人
為
の
積
極
的
な
働
き
を
否
定
す
る
も
の
で
、
そ
こ
で
、
人
間
の
能
力
を
超
え
て
理
想
的
に
働
く
も
の
と
七
て
、
神
を

用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

’
神
は
、
元
来
宗
教
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
何
等
か
の
超
越
的
存
在
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
孟
子
ま
で
共
通
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
筍
子
、
．
荘
子
の
時
代
に
そ
の
意
義
は
大
き
く
展
開
し
、
，
・
栗
田
氏
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
四
つ
一
に
分
類
さ
れ
る
。
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第
一
は
、
超
越
的
存
在
者
、
第
二
は
、
超
人
間
的
な
優
れ
た
能
力
、
霊
妙
な
働
き
、
第
三
は
第
二
の
よ
う
な
力
や
働
き
の
形
容
詞
、
第

四
は
、
人
間
の
心
的
な
も
の
で
あ
る
と
t
て
い
る
。
神
は
、
元
来
の
宗
教
的
意
義
か
ら
、
人
間
の
心
的
な
物
を
表
す
ま
で
発
展
す
る
わ

け
だ
が
、
‘
第
四
の
例
は
、
皇
子
に
お
い
て
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
心
的
な
も
の
を
表
す
に
は
、
儒
家
に

と
っ
て
儒
家
自
身
に
よ
っ
て
重
視
展
開
さ
せ
た
心
で
充
分
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
荘
子
で
は
、
第
三
、
第
四
の
例
が
多
く

み
ら
れ
る
。

　
　
鄭
有
紳
巫
　
日
季
威
。
知
人
之
死
生
存
亡
禍
福
壽
夫
　
期
以
歳
月
旬
日
善
神
。
　
（
荘
子
憲
帝
王
篇
）

　
　
仲
尼
日
　
昔
之
昭
然
也
　
神
者
先
受
之
　
今
之
笹
書
也
　
且
又
爲
二
神
者
求
邪
。
　
（
荘
子
善
北
遊
篇
）

　
ま
た
、
注
意
し
た
い
の
は
、
老
子
に
お
い
て
第
四
の
例
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
理
想
的
な
働
き
を
表
す
形
容
詞
的
な
用
い
方
が
み

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
天
下
神
器
　
不
可
爲
也
。
爲
者
敗
之
　
執
者
失
之
。
　
（
老
子
第
二
十
九
章
）

　
　
三
道
在
天
下
　
土
釜
軍
神
　
非
其
鬼
半
神
　
其
不
傷
人
。
非
其
神
不
傷
人
。
聖
人
亦
不
傷
。
　
（
老
子
第
六
十
章
）

　
老
子
に
は
、
神
の
原
義
か
ら
形
容
詞
的
に
使
わ
れ
、
既
に
展
開
移
行
す
る
過
程
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
神
は
、
最
初
の
宗
教
的
意
味
か
ら
、
人
間
に
備
わ
り
、
人
間
の
持
つ
精
神
的
な
働
き
を
表
す
ま
で
に
、
よ
り
現
実
性
を
加
え
て
展
開

し
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
道
家
に
と
っ
て
心
を
否
定
し
た
以
上
、
元
来
人
為
を
越
え
て
働
く
神
を
、
心
に
代
わ
る
べ
き
も
の

と
し
て
そ
れ
を
心
的
な
地
位
に
ま
で
降
下
さ
せ
使
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
儒
家
で
は
、
人
間
の
主
体
性
に
関
わ
る
心
の
働
き
を
重
視
し
、
そ
の
価
値
を
高
め
展
開
さ
せ
、
一

方
、
道
家
に
お
い
て
は
、
人
間
の
能
力
を
超
え
た
神
を
理
想
的
な
働
き
と
し
て
尊
重
し
、
心
に
代
わ
る
べ
き
も
の
と
し
て
使
用
し
た
と

い
え
る
。
つ
ま
り
、
儒
家
で
は
現
実
的
な
心
を
、
道
家
で
は
人
為
を
越
え
た
神
を
、
そ
れ
ぞ
れ
重
き
を
置
い
て
展
開
さ
せ
、
事
実
上
そ

れ
ら
の
意
義
は
接
近
し
、
ど
ち
ら
も
人
間
の
具
わ
り
持
つ
精
神
的
な
も
の
と
な
る
わ
け
だ
が
、
あ
く
ま
で
、
儒
家
で
は
心
を
尊
び
、
道

家
で
は
神
を
尊
ぶ
態
度
を
取
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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二

　
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
「
心
」
と
「
神
」
に
つ
い
て
の
概
念
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ま
ず
、
二
子
に
お
け
る
「
心
」
と
「
神
」
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
虚
其
欲
　
神
將
入
舎
。
掃
除
不
潔
　
神
乃
弓
庭
（
心
術
上
経
）

　
　
神
者
至
貴
也
。
旧
館
不
辟
除
　
則
貴
人
不
舎
焉
。
故
日
不
潔
則
神
不
庭
。
　
（
心
術
上
解
）

　
　
潔
其
宮
　
開
其
門
　
去
私
母
言
　
神
明
若
存
。
　
（
心
術
上
経
）

　
　
潔
其
宮
　
開
其
門
　
宮
甘
言
心
也
。
心
癖
者
智
之
舎
也
。
故
白
蝋
潔
前
者
　
高
曇
過
也
。
門
者
謂
耳
目
也
。
耳
目
者
所
以
聞
見
回
。

　
　
（
心
術
上
解
）

　
心
術
上
篇
に
み
え
る
、
神
が
心
に
舎
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
心
は
神
を
受
け
入
れ
る
も
の
で
あ
り
、
心
の
状
態
如
何
に
よ
っ
て

神
は
心
に
出
入
し
留
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
神
が
心
に
舎
る
と

い
う
思
想
に
は
、
古
代
の
宗
教
的
体
験
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
管
子
に
は
、
そ
の

よ
う
な
民
間
的
な
思
想
を
残
存
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
果
た
し
て
神
が
心
に
要
る
と
い
う
形
は
、
古
い
宗
教
体
験
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
心
術
上
下
・
内
業
篇
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
他
の
神
の
用
例
を
み
て
み
誓
い
。

　
　
人
之
所
職
者
精
也
。
読
響
則
宣
　
宣
則
静
　
。
静
則
精
　
精
測
濁
立
　
。
蜀
則
明
　
明
則
紳
　
。
導
者
至
貴
也
。
　
（
心
術
上
解
）

　
　
正
形
飾
徳
。
萬
物
畢
得
。
翼
然
自
來
。
紳
旧
知
三
極
。
　
（
心
術
下
）

　
　
正
形
掻
徳
。
天
仁
地
義
則
淫
然
自
至
。
神
明
之
極
　
照
乎
知
。
　
（
内
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
故
日
思
之
思
之
　
思
之
不
得
鬼
神
教
之
。
非
鬼
神
之
力
也
。
其
雷
獣
之
極
也
。
　
（
心
術
下
）

　
　
思
之
思
之
　
又
重
三
之
。
思
之
而
不
通
　
鬼
神
通
之
　
非
鬼
神
之
力
也
。
精
氣
之
極
星
。
　
（
内
業
）

　
　
一
物
能
化
　
謂
之
神
。
　
（
内
業
）

　
　
搏
氣
如
神
。
　
（
内
業
）

　
　
有
神
自
在
身
　
一
往
一
來
　
莫
之
能
思
。
失
立
必
齪
　
得
之
必
治
。
劇
烈
其
舎
。
精
將
自
來
。
　
（
内
業
）
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心
術
上
篇
の
経
で
神
が
舎
り
留
ま
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
た
が
、
そ
の
解
に
お
い
て
は
、
人
の
職
と
さ
れ
る
も
の
に
関
し
て
述
べ
、

神
は
そ
の
至
貴
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
心
術
下
・
内
業
の
重
複
部
分
で
は
、
天
地
万
物
の
得
る
優
れ
た
働
き
が
、
神
も
知
り
え
な

い
ほ
ど
優
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
神
明
の
極
み
だ
け
が
知
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
も
優
れ
た
働
き
を
形
容
す
る
た
め
に

使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
思
慮
（
心
の
働
き
）
を
助
け
る
も
の
は
、
実
際
は
鬼
神
で
は
な
く
、
精
気
の
極
み
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
、

そ
の
神
秘
性
を
否
定
し
て
い
る
。
内
業
篇
で
は
、
更
に
は
っ
き
り
と
、
物
や
気
を
専
一
に
し
た
と
き
の
理
想
的
な
状
態
に
対
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
心
術
上
篇
の
経
で
の
神
の
黒
塗
と
い
う
形
が
、
精
も
同
様
の
形
を
取
っ
て
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
次
章
で
考
え
て
み
た
い
の
だ
が
、
や
は
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
神
は
、
優
れ
た
働
き
、
理
想
的
な
状
態
の
形
容
と
し
て
使

用
さ
れ
、
そ
の
宗
教
性
は
既
に
非
宗
教
心
と
し
て
意
識
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

　
で
は
、
何
故
、
神
の
留
庭
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
が
、
そ
れ
は
、
確
か
に
原
型
を
求
め
れ
ば
、
宗
教

体
験
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
先
に
、
管
子
四
篇
は
多
様
な
諸
家
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
儒
家
、

法
家
、
兵
家
、
ま
た
養
生
に
関
す
る
言
あ
り
と
、
ま
さ
に
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
道
家
の
み
の
主
張
を
固
守
す
る
の
で
は
な
く
、

既
に
他
の
諸
家
に
よ
っ
て
説
か
れ
普
及
し
た
説
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
利
用
し
て
、
自
説
を
よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
に
す
る
と
い

う
立
場
が
感
じ
ら
れ
る
。
養
生
に
関
す
る
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
、
民
間
的
な
も
の
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
、
同
様

に
、
神
の
留
庭
と
い
う
形
も
、
そ
の
よ
う
な
民
間
に
残
存
し
て
い
る
宗
教
的
体
験
に
目
を
向
け
利
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
神

は
、
道
家
に
と
っ
て
人
為
を
越
え
て
理
想
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
め
働
き
を
得
る
手
段
と
し
て
宗
教
的
な
要
素
を
用
い
た
の

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
神
は
、
も
と
も
と
宗
教
的
な
対
象
か
ら
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
、
人
為
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、

道
家
に
と
っ
て
使
用
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
神
の
留
庭
と
い
う
形
は
、
宗
教
性
に

基
づ
く
立
場
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
神
の
舎
と
さ
れ
た
の
が
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
神
が
舎
る
と
さ
れ
る
心
と
の
関
係
を
合
わ
せ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
心
三
三
禮
　
君
之
位
也
。
九
籔
之
有
職
官
之
分
也
。
心
庭
其
道
　
九
籔
連
理
。
　
（
心
術
上
経
）

　
　
心
耳
目
者
視
聴
之
官
也
。
心
骨
無
智
於
視
聴
野
羊
。
則
萱
葺
守
其
分
　
。
重
心
有
欲
者
過
而
目
不
見
。
聲
至
難
耳
不
聞
耳
。
故
日

　
　
上
離
其
道
下
失
其
事
。
故
日
心
術
者
無
為
而
制
三
者
也
。
　
（
心
術
上
世
）
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是
故
日
　
母
以
者
齪
官
　
母
以
官
齪
心
　
此
之
謂
内
徳
。
　
（
心
術
下
）

　
　
不
以
物
齪
官
　
不
以
官
観
心
是
謂
中
徳
。
　
（
内
業
）

　
　
里
心
之
刑
　
自
充
　
自
盈
　
自
生
，
自
成
其
所
以
失
之
　
必
以
憂
樂
喜
怒
恩
讐
　
能
去
憂
樂
喜
怒
欲
利
　
心
尽
返
濟
。
　
（
内
業
）

　
心
は
、
他
の
感
覚
…
機
関
か
ら
区
別
さ
れ
、
特
に
価
値
が
置
か
れ
、
他
の
感
覚
機
関
を
支
配
、
統
率
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
働
き
が
尊

ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
心
と
他
の
感
覚
…
機
関
と
の
系
列
を
整
え
て
、
そ
の
役
割
を
重
視
す
る
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
ま
た
、
内
業
篇

の
心
に
は
、
自
ら
と
い
う
心
の
自
主
性
、
主
体
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
心
自
身
の
価
値
を
認
め
て
、
そ
の
働
き

を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
時
代
的
に
も
っ
と
も
古
い
と
思
わ
れ
る
心
術
上
篇
の
脛
の
冒
頭
で
、
孟
子
・
葡
子
以
降
と
思

わ
れ
る
整
え
ら
れ
た
心
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
時
代
的
に
聖
子
以
降
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
神
は
元
来
の

宗
教
的
意
義
か
ら
人
間
の
心
的
な
も
の
を
表
す
ま
で
に
発
展
し
て
い
る
の
で
、
神
が
、
現
実
的
な
心
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
点
で
神
の
宗
教
性
は
、
既
に
薄
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
心
の
修
養
を
言
い
た
い
が
た
め

に
利
用
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
心
と
い
う
人
間
の
持
つ
機
能
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
で
、
心
を
否
定
す
る
と
い
う
道
家
的
立
場
か

ら
、
孟
子
や
亡
子
の
儒
家
的
な
心
に
目
を
向
け
、
そ
の
現
実
性
、
主
体
性
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
や
は
り
、

前
章
で
見
た
孟
子
や
荷
子
の
儒
家
的
な
心
と
老
子
や
荘
子
の
道
家
的
な
神
が
、
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
神
と
心
の
結
び
つ
き
は
、
先
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
精
も
同
様
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
ま
た
、
道
家
の
中
心
的
な
思
想

で
あ
る
道
に
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
そ
の
よ
う
な
心
と
神
の
結
び
つ
き
に
関
連
す
る
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
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道
家
に
お
い
て
、
中
心
的
な
思
想
を
為
す
も
の
は
道
で
あ
る
。
道
は
、

し
て
、
も
っ
と
も
重
視
、
尊
重
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
虚
無
無
形
　
謂
之
道
。
化
育
萬
物
　
謂
之
徳
。
　
（
心
術
上
経
）

宇
宙
の
生
成
原
理
で
あ
り
、
万
物
の
現
象
を
支
え
る
根
拠
と



　
　
天
守
道
　
虚
其
無
形
　
虚
蝉
不
屈
　
無
形
則
無
庭
山
赴
。
　
無
庭
低
赴
　
故
偏
流
萬
物
而
唐
楽
徳
者
道
之
舎
　
物
上
現
生
　
生
知

　
　
得
以
職
　
道
之
精
　
　
故
徳
者
得
也
　
徳
也
者
其
謂
所
得
以
然
也
。
　
以
無
為
之
謂
道
。
　
（
心
術
上
解
）

　
心
術
上
篇
に
見
え
る
道
で
あ
る
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
虚
無
無
形
の
道
が
解
に
お
い
て
、
所
、
形
を
定
め
ず
に
万
物
に
遍
く
流
れ

る
と
い
う
、
気
の
概
念
に
通
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徳
に
道
が
舎
る
と
い
う
よ
う
に
、
道
も
ま
た

留
庭
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
心
で
あ
る
と
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
何
ら
か
の
関
係
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
凡
道
無
所
　
善
心
安
庭
　
心
静
氣
理
　
道
乃
可
止
。
　
（
内
業
）

　
　
修
心
静
意
　
道
乃
可
得
。
　
　
（
内
業
）

　
　
心
能
執
静
　
道
將
自
定
。
　
　
（
内
業
）

　
内
業
篇
で
は
、
明
確
に
道
は
心
に
舎
る
者
と
さ
れ
て
お
り
、
神
が
留
庭
す
る
形
と
同
様
に
心
の
状
態
如
何
に
よ
っ
て
、
道
が
心
に
舎

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
心
の
働
き
が
、
道
と
い
う
道
家
の
中
心
思
想
を
根
拠
に
持
つ
こ
と
に
な
る
。
厳
密
に
は
、
道
の
性

格
に
変
容
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
や
は
り
、
道
は
最
も
上
位
の
概
念
で
あ
り
、
他
の
思
想
を
統
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
心
と

い
う
従
来
道
家
的
と
は
い
え
な
い
概
念
を
と
り
い
れ
な
が
ら
、
道
に
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
の
働
き
に
も
根
本
に
は
道
家
的

な
立
場
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
道
が
流
動
的
で
万
物
に
遍
く
存
す
る
こ
と
は
、
所
、
形
を
定
め
ず
流
動
す
る
と
い
う
気
の
概
念
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
、
先
に
述

べ
た
。
ま
た
、
前
章
で
挙
げ
た
内
業
篇
の
資
料
に
精
が
心
に
舎
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
精
も
ま
た
極
め
て
微
細
な
も
の
で
、

虚
無
無
形
と
い
う
道
の
概
念
に
近
い
と
い
え
、
ま
た
、
思
慮
（
心
の
働
き
）
を
助
け
る
も
の
は
、
鬼
神
で
は
な
く
て
精
気
の
極
み
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
気
や
精
も
心
に
深
く
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
道
に
も
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
中
不
精
者
　
心
不
治
。
　
（
心
術
下
）

　
　
氣
三
身
之
充
也
。
正
者
行
之
義
也
。
充
不
美
回
心
不
得
。
　
（
心
術
下
）

　
　
定
心
在
中
　
耳
目
聰
明
　
三
枝
堅
固
　
可
以
爲
精
舎
。
　
（
内
業
）

　
　
敬
除
其
舎
　
精
將
自
來
。
精
想
思
之
　
寧
念
治
之
　
嚴
容
畏
敬
　
精
將
二
念
。
　
（
内
業
）

　
　
露
氣
在
心
　
一
丁
一
昔
　
其
細
無
内
　
其
日
無
外
　
所
以
失
之
　
以
躁
爲
害
。
以
能
二
黒
　
道
草
自
定
。
　
（
内
業
）
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心
術
下
で
は
、
心
が
正
し
く
治
ま
る
た
め
に
は
、
心
中
は
精
で
あ
り
、
身
の
充
で
あ
る
気
は
美
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
内
業
篇
で
は
、
精
や
気
も
、
道
や
神
と
同
様
に
心
に
出
入
し
留
ま
る
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
心
の
働
き
に
関
わ
る
も

の
で
あ
る
。
更
に
、
内
業
篇
の
蜜
気
の
心
の
出
入
は
、
明
ら
か
に
道
に
関
係
し
て
い
る
。

　
　
道
在
天
地
之
間
　
其
大
無
外
　
其
小
無
内
。
素
望
不
遠
而
難
極
也
。
　
（
心
術
難
解
）

　
心
術
上
篇
に
み
え
る
道
の
記
述
で
あ
る
が
、
内
業
篇
の
霊
気
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の

関
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
一
氣
能
攣
日
精
。
　
（
心
術
下
）

　
　
精
也
者
　
氣
三
三
三
三
　
三
道
乃
生
。
　
（
内
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
凡
物
之
精
　
化
則
爲
生
。
下
生
五
穀
．
沙
羅
列
星
。
心
胆
天
地
之
間
　
謂
之
鬼
神
。
藏
於
胸
中
謂
之
聖
人
。
故
旧
賛
意
乎
如
登
於

　
　
天
　
杏
乎
飛
入
旧
識
。
悼
乎
如
在
於
海
。
早
牛
如
在
於
己
。
是
故
此
世
也
。
不
可
止
以
聖
岳
可
安
厚
徳
。
　
（
内
業
）

　
精
は
気
の
更
に
精
一
な
も
の
で
あ
り
、
精
も
気
も
万
物
の
生
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
道
の
働
き
を
備
え
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
し

か
し
、
道
と
同
等
で
は
な
く
、
気
は
道
が
あ
っ
て
始
め
て
生
ず
る
も
の
で
、
精
は
気
の
中
の
精
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
同
様
で

あ
る
と
い
え
る
。

　
　
氣
三
身
之
充
也
。
　
（
心
術
下
）

　
　
夫
道
者
所
以
充
形
也
。
　
（
内
業
）

　
　
心
静
氣
理
　
道
乃
可
止
。
　
（
内
業
）

　
気
が
身
の
充
で
あ
る
の
に
対
し
、
道
は
そ
う
な
ら
し
め
て
い
る
所
以
、
原
理
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
道
を
止
ま
ら
せ
る
に
は
、

心
を
静
に
し
、
気
を
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
精
は
、
気
の
精
一
な
も
の
、
気
は
、
道
に
よ
っ
て
存
在

す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
は
、
精
や
気
の
存
在
の
根
拠
と
し
て
、
や
は
り
、
最
も
上
意
の
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

道
を
本
に
精
や
気
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
有
し
て
、
心
の
働
き
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
と
神
の
結
び
つ

き
に
は
、
道
、
気
、
精
が
関
連
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ら
の
篇
の
思
想
の
取
る
立
場
と
方
向
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
神

が
心
に
留
庭
す
る
と
い
う
形
が
、
道
と
い
う
道
家
の
中
心
的
な
思
想
を
根
拠
に
持
つ
こ
と
で
、
そ
の
果
た
す
意
義
や
役
割
は
大
な
る
も

篇
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の
と
な
る
。
ま
た
、
道
に
よ
っ
て
存
在
す
る
氣
や
精
は
、
万
物
を
生
成
す
る
も
の
と
し
て
、
道
よ
り
更
に
唯
物
的
で
あ
り
馬
現
実
的
で

あ
り
、
「
こ
の
よ
う
な
氣
や
精
が
心
に
重
る
こ
と
は
、
現
実
的
な
認
識
に
近
い
も
の
と
な
る
σ
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
，
道
家
的
な

立
場
を
根
拠
に
現
実
的
な
面
に
対
処
し
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
を
も
つ
も
の
だ
と
い
え
る
。

　
神
が
心
に
舎
る
と
い
う
形
「
の
神
の
方
は
、
道
、
，
気
、
精
と
い
う
道
家
的
な
概
念
に
よ
っ
て
言
い
換
．
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
、
効

果
を
も
・
つ
も
の
．
で
あ
っ
た
。
で
は
、
取
り
入
れ
た
方
の
心
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
・
次
章
で
は
、
取
り
入
れ
た
心
に
関
す
る
思
想

を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
三
子
に
お
け
る
諸
家
の
思
想
を
採
用
す
る
際
の
態
度
に
う
い
て
考
え
て
み
た
い
。

四

　
神
が
心
に
託
る
と
い
う
思
想
は
、
厳
密
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
有
す
る
の
だ
が
、
道
、
気
、
精
も
同
様
に
心
に
出
入
し
留
ま
る
と

い
う
形
を
と
、
っ
て
、
心
の
働
き
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
道
、
気
、
精
、
神
は
、
人
為
の
力
を
越
え
て
働
く
と
い
う
も
の
で
、
道
家

に
お
い
て
尊
重
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
一
方
、
心
は
、
人
間
の
有
す
る
人
為
的
な
機
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
関
係
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
道
家
的
立
場
に
依
拠
し
な
が
ら
、
思
想
に
、
よ
り
受
け
入
れ
や
す
い
現
実
性
が
加
わ
る
と
い
う
効
果
を
も
た
せ
て
い
る
と
し
た
。

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
現
実
性
、
合
理
性
を
具
え
た
心
を
導
入
し
た
の
は
、
時
代
的
に
思
想
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
方
向
性
を
も
う
必

要
が
あ
う
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
心
が
最
も
現
実
的
で
、
思
想
が
採
用
さ
れ
る
た
め
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
治
民
に
直
接
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
心
安
是
國
安
也
。
心
治
是
國
治
也
。
治
也
忠
心
也
。
安
也
里
心
也
。
治
心
在
於
中
。
治
言
出
於
口
。
治
事
加
里
民
。
故
功
作
三
民

　
　
四
則
百
姓
治
　
。
　
（
心
術
下
）
・

　
　
治
心
在
於
中
。
治
言
出
於
口
。
治
事
加
三
人
。
然
則
天
下
治
　
。
　
（
内
業
）

　
こ
れ
は
、
二
章
で
挙
げ
た
系
統
化
さ
れ
た
心
、
他
の
感
覚
機
関
を
統
率
す
る
主
宰
者
で
あ
る
と
い
う
孟
子
や
筍
子
に
よ
っ
て
整
え
ら

れ
た
心
を
導
入
し
た
こ
と
の
も
た
ら
す
効
果
が
、
現
実
的
な
治
民
に
及
ぶ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
心
の
修
養
を
説
く
の
に
、
確

か
に
、
こ
の
よ
う
に
導
入
し
た
思
想
の
現
実
的
性
格
を
利
用
す
る
と
い
う
一
面
を
備
え
な
が
ら
、
管
子
に
は
馬
そ
の
思
想
を
そ
の
ま
ま
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採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
独
自
な
思
想
を
加
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
、
二
章
で
挙
げ
た
荷
子
の
心
と
内
業
篇
の
心
を
比
較
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
自
禁
也
　
自
使
也
　
自
奪
也
　
自
取
也
．
自
行
也
　
差
止
也
。
・
（
世
子
乱
世
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
自
充
　
自
盈
　
自
生
・
自
成
。
　
（
内
業
）

　
心
の
自
ら
と
い
う
自
存
性
、
主
体
性
は
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
め
行
為
は
、
筍
子
の
方
が
よ
り
積
極
的
、
行
動
的
で
あ
る
の

に
対
し
、
内
業
篇
の
方
は
寧
ろ
消
極
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
老
子
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
盈
満
の
思
想
に
も
関
連
し
て
お

り
、
道
家
的
な
色
彩
を
色
濃
く
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
心
之
中
又
有
心
　
意
以
先
言
　
意
然
後
形
　
形
然
後
思
　
潮
騒
後
知
。
　
　
（
心
術
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
里
宮
燈
心
　
心
之
中
又
有
心
焉
。
彼
心
之
心
　
意
以
先
言
　
昂
然
後
形
　
果
然
後
言
　
言
自
警
使
、
卓
然
灸
治
　
不
治
必
齪
　
齪

　
　
乃
死
。
入
内
業
）
，
．

　
ま
た
、
こ
の
心
の
中
の
心
と
い
う
表
現
は
、
管
子
に
初
め
て
み
え
る
新
し
い
概
念
で
あ
る
。
一
般
の
心
を
越
え
た
更
に
高
い
次
元
の

・
心
の
存
在
を
意
味
し
、
そ
の
心
に
よ
り
価
値
を
置
き
、
そ
れ
を
独
自
の
新
た
な
心
の
概
念
と
し
て
尊
ぶ
態
度
で
あ
る
。
、
こ
の
よ
う
な
態

度
に
は
強
い
道
家
的
な
態
度
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
道
三
道
　
非
常
道
。
名
可
名
　
非
常
名
。
　
（
老
子
第
一
章
）

　
老
子
の
冒
頭
に
み
え
る
従
来
の
道
の
概
念
や
名
の
概
念
の
否
定
に
よ
っ
て
、
自
家
の
道
こ
そ
尊
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
自
説
の
強
い

主
張
で
あ
る
。
心
の
中
の
心
と
い
う
表
現
も
、
従
来
の
心
の
概
念
に
対
し
、
そ
の
心
の
価
値
を
越
え
た
高
次
の
原
理
的
な
心
を
意
味
す

る
も
の
で
、
老
子
と
全
く
同
様
と
は
い
え
な
い
が
、
共
通
す
る
態
度
が
感
じ
ら
れ
る
。
・
や
は
り
、
心
の
中
と
い
ヶ
の
も
自
家
の
説
を
他

の
説
に
対
し
原
理
的
に
用
い
て
、
優
越
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
理
の
場
合
、
・
孟
子

や
黒
子
に
よ
？
て
整
え
ら
れ
た
心
を
採
用
し
、
そ
の
現
実
的
な
側
面
を
利
用
t
な
が
ら
、
・
心
の
中
の
心
と
い
う
自
家
の
新
た
な
独
自
の

概
念
を
更
に
上
意
の
概
念
と
し
て
原
理
的
に
働
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
は
、
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
白
心
篇
に
は
、
中
の
衷
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
儒
家
で
重
ん
じ
た
中
庸
の
徳
を
採
用

し
な
が
ら
、
や
は
り
、
自
家
の
独
自
の
概
念
と
し
て
よ
り
高
次
の
中
の
概
念
を
も
っ
て
、
自
説
に
優
越
性
を
も
た
せ
る
と
い
う
方
法
で
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あ
る
と
い
え
る
。

　
心
の
修
養
と
い
う
現
実
的
な
思
想
を
導
入
し
て
、
そ
の
側
面
を
利
用
し
な
が
ら
、
一
方
で
心
の
中
の
心
と
い
う
更
に
高
い
道
家
的
な

概
念
を
掲
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
甘
子
に
お
け
る
一
貫
し
た
姿
勢
に
関
係
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
純
粋
な
道
家
的
な
思
想
で
は
不
充
分
で
、
対
処
で
き
な
い
方
面
に
対
し
て
は
、
既
に
他
の
諸
家
に
よ
っ
て

普
及
し
、
整
え
ら
れ
た
も
の
を
取
り
入
れ
利
用
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
を
あ
く
ま
で
道
家
的
立
場
に
基
づ
く
庵
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す

た
め
の
工
夫
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
根
本
で
は
、
絶
え
ず
道
家
的
立
場
に
依
拠
し
、
そ
の
優
位
性
を
主
張
す
る
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

’
　
以
上
の
よ
う
に
、
心
術
上
・
下
・
内
業
篇
を
中
心
に
「
神
」
が
「
心
」
に
舎
る
と
い
う
思
想
に
関
し
て
み
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ

に
は
、
終
始
こ
れ
ら
の
篇
の
思
想
を
貫
く
立
場
と
方
向
性
が
感
じ
ら
れ
た
。
心
と
神
と
い
う
概
念
が
、
結
び
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
多

少
、
宗
教
的
体
験
も
関
与
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
、
心
の
修
養
を
説
く
た
め
に
そ
の
よ
う
な
形
を
利
用
し
た
も
の
で
、
む
し

ろ
、
儒
家
馬
道
家
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
重
き
が
置
か
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
心
と
神
と
い
う
概
念
の
思
想
背
景
が
関
わ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
心
術
上
・
下
・
内
業
篇
に
お
い
て
、
孟
子
や
真
子
に
よ
っ
て
よ
り
高
め
ら
れ
、
整
え
ら
れ
た
心
に
関
す
る
思
想
に
目
を
向
け
、
そ
れ

を
道
家
で
重
ん
じ
た
神
に
結
び
付
け
て
採
用
し
た
。
心
が
人
間
の
側
の
機
能
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
よ
り
現
実
的
、
主
体
的
で
あ
る

　
こ
と
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
道
家
に
お
い
て
最
も
尊
重
さ
れ
る
道
も
ま
た
神
と
同
様
に
心
に
出
入
し
、
舎
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
と
い
う
道
家
の
中
心
的
な
思
想
を
根
拠
に
得
て
、
そ
の
思
想
の
果
た
す
意
義
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
意
図
の
下
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
心
の
概
念
に
も
心
の
中
の
心
と
い
う
新
た
な
概
念
を
加
え
、
心
を
道
家
的
な
思
想
に
修
正

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
特
色
を
備
え
る
思
想
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
今
回
は
、
心
術
上
・
下
・
内
業
篇
の
三
篇
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の
神
と
心
に
関
す
る
思
想
に
限
っ
て
み
て
き
た
の
で
、
そ
れ
の
み
で
判
断
す
る
の
は
不
充
分
で
あ
り
、
限
界
が
侮
る
。
た
だ
、
．
は
じ
め

に
挙
げ
た
こ
れ
ら
三
篇
の
関
係
に
つ
い
て
の
金
谷
氏
の
説
を
踏
ま
え
て
、
大
ま
か
に
考
え
て
み
る
と
、
三
篇
の
中
で
最
も
古
い
と
さ
れ

る
心
術
上
篇
の
経
の
部
分
億
、
心
の
地
位
に
関
す
る
表
現
が
聖
子
の
心
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
早
く
と
も
黒
子
以
降
、
戦
国
末

期
頃
で
あ
る
こ
と
は
い
え
る
と
思
う
。
解
は
そ
れ
よ
り
や
や
遅
れ
る
も
の
で
あ
り
、
心
術
下
篇
、
内
業
篇
で
は
、
神
が
気
、
精
に
言
い

換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
に
時
期
を
．
経
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
業
篇
に
お
い
て
、
道
、
神
、
気
、
精
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

じ
め
て
揃
っ
て
心
と
結
び
付
け
ら
れ
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
業
篇
に
至
る
最
終
的
な
成
立
の
時
期
は
、
や
は
り
、
秦
・
漢
の

際
に
及
ぶ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
篇
が
、
そ
の
よ
う
な
時
期
の
思
想
で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
思
想
と
し
て
も
は
や
自
家
の
一
説
の
み
を
説
く
だ
け

で
は
、
現
実
に
社
会
の
様
相
に
対
応
で
き
な
い
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
諸
家
の
思
想
を
取
り
入
れ
て
自
説
を
説
く
雑
家
が
現
れ
る
に

至
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
篇
は
そ
の
よ
う
な
時
代
的
背
景
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
篇
は
、
雑

然
と
し
た
思
想
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
一
定
の
方
向
性
と
立
場
を
保
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
　
「
管
子
」
と
い
う
書
物
の

中
で
、
道
家
的
立
場
の
下
で
現
実
性
を
目
指
す
と
い
う
こ
の
よ
う
な
思
想
が
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
形
成
さ
れ
た
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
更
に
厳
密
な
各
篇
の
成
立
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、
今
回
は
取

り
扱
わ
な
か
っ
た
白
心
墨
と
の
関
わ
り
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
　
「
懸
子
」
八
十
六
篇
の
中
で
道
家
的
思
想
を
伝
え
る
他

の
篇
な
ど
も
含
め
て
「
管
子
」
と
い
う
書
に
語
ら
れ
た
そ
の
思
想
の
傾
向
、
意
義
な
ど
を
、
今
後
は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一3
5

一

〔
註
〕

ω
　
金
谷
治
氏
『
管
子
の
研
究
』
第
5
章
『
管
子
』
の
思
想
（
下
）
第
2
節
哲
学
思
想
。

　
　
柴
田
清
継
氏
「
『
管
子
』
の
「
心
術
鳳
上
下
お
よ
び
「
内
業
」
の
三
篇
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
松
工
業
高
専
研
究
紀
要
』
第
十
八
号
）
。

②
　
栗
田
直
躬
氏
『
中
国
上
代
思
想
の
研
究
』
　
「
心
」
と
「
神
」
1
上
代
シ
ナ
の
典
籍
に
於
い
て
一
。

㈹
　
赤
塚
土
塁
「
古
代
の
信
仰
体
験
と
道
家
の
思
弁
法
」
　
（
『
斯
文
』
第
三
十
五
号
）
、
　
「
道
家
思
想
の
原
初
の
形
態
」
　
『
（
東
京
大
学
文
学
部
研
究
報

　
告
』
第
三
、
哲
学
論
文
集
）
、
柴
田
清
継
氏
「
『
管
子
』
四
篇
に
お
け
る
神
と
道
」
　
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
六
集
）
等
が
、
そ
の
宗
教
性
を
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．
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α
の 指

摘
す
る
が
、
赤
塚
氏
の
も
の
を
町
田
三
郎
氏
「
再
び
管
子
四
篇
に
つ
い
て
」
　
（
『
東
北
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
四
号
）
が
、
栗
田
氏
の
考
証
，
（
註

②
）
な
ど
に
よ
っ
て
批
判
し
て
い
る
。

　
原
文
は
、
「
故
日
思
之
思
之
，
不
得
鬼
神
教
之
」
に
作
り
、
「
思
之
」
の

　
刑
は
形
の
義
。
　
（
安
井
衡
三
子
纂
詰
説
）

原
文
は
、

原
文
は
、

原
文
は
、

原
文
は
、

原
文
は
、

大
成
若
敏

原
文
は
、

三
日
有
中
有
中

町
田
三
郎
氏
「
管
子
四
篇
に
つ
い
て
」

二
字
を
脱
す
る
が
、
丁
士
酒
の
説
に
従
い
改
め
た
。
謹
呈
集
校
六
五
三
頁
。

「
低
」
を
、
「
位
」
に
作
る
が
、
岡
引
之
の
説
に
従
い
改
め
た
。
筑
子
集
校
六
四
二
頁
。

「
塵
」
を
「
愛
」
に
作
る
が
、
王
玉
響
の
説
に
従
い
改
め
た
。
筑
子
笹
蟹
七
八
三
頁
。

「
意
」
を
「
音
」
に
作
る
が
、
猪
飼
彦
博
の
説
に
従
い
改
め
た
。
管
子
集
校
七
八
五
頁
。

「
二
者
行
之
義
也
」
を
「
行
者
正
之
義
也
」
に
作
る
が
、
郭
沫
若
の
説
に
従
い
改
め
た
。

「
化
」
を
「
此
」
に
作
る
が
、
丁
下
酒
の
説
に
従
い
改
め
だ
旦
筑
子
集
校
七
八
一
頁
。

三
三
不
弊
　
大
盈
若
沖
其
用
不
窮
。
八
老
子
第
四
十
五
章
）
等
。

「
意
」
を
「
音
」
に
作
る
が
、
雲
煙
挙
世
の
説
に
従
い
改
め
た
。
管
子
集
校
七
八
八
頁
。

　
　
敦
能
得
夫
中
之
三
三
。
’
（
回
心
篇
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
化
』
第
2
5
巻
　
第
1
号
）
参
照
。

管
網
集
校
六
五
二
頁
。

《
参
考
文
献
》

金
谷
治
氏
「
三
子
の
研
究
」
　
（
岩
波
書
店
）

安
井
衡
「
管
子
纂
詰
」
　
（
冨
山
房
「
漢
文
大
系
」
所
収
）

《
参
考
論
文
》
　
（
前
掲
以
外
に
参
考
と
し
た
も
の
）

武
内
義
雄
氏
、
「
管
子
の
心
術
と
内
業
」
　
（
武
内
義
雄
全
集
第
六
巻
所
収
）

漏
友
蘭
「
先
回
道
家
所
謂
道
底
物
質
性
」
　
（
『
中
国
哲
学
史
論
文
集
』
上
海
人
民
出
版
社
）

室
谷
邦
行
氏
「
『
三
子
』
の
気
に
つ
い
て
」
　
（
北
大
史
学
第
十
八
号
）

柴
田
清
継
氏
「
『
三
子
』
四
篇
に
お
け
る
氣
の
思
想
の
性
格
」
　
（
高
松
工
業
高
専
研
究
紀
要
第
十
九
号
）

穴
沢
辰
雄
氏
「
『
黒
子
』
四
篇
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
心
術
上
篇
の
思
想
」
　
（
東
洋
学
論
叢
東
洋
大
文
学
部
紀
要
「
第
3
6
集
）

穴
沢
辰
雄
氏
「
『
管
子
』
四
篇
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
心
術
下
と
内
業
篇
の
思
想
」
　
（
東
洋
学
論
叢
東
洋
大
文
学
部
紀
要
　
第
3
8
集
）
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